
前  期 後  期 前  期 後  期 前  期 後  期 前  期 後  期

到  達

目  標

(物理学、化学、生命科学、地 球科学)

基礎

さまざまな物理・化学・生命現象や地

球の自然現象などについて、しくみと

そのモデル 化、数理表現などを学ぶ。

力学、電磁気学、地球環境、環境情報

科学、情報生命科学

力学現象、電磁現象を数理モデルで記

述し、理解する。環境、生命、地球に

関するさまざまな現象を理解し、その

モデルについて学ぶ。

物理現象の数理

光、波などの複雑多様な現象を数理モ

デルで記述し、理解する。

視る自然科学

光のさまざまな性質を学ぶとともに、

偏光顕微鏡などを通して実際に物体を

観察し、理解を深める。

計算機アーキテクチヤ

コンピュータの動作原理ならびにアー

キテクチヤなど理解し、説明すること

ができる。

ソフトウエア工学Ⅰ

ソフトウェア開発過程と分析、設計、

実装、テストで、問題、対象の記述モ

デルを理解し、簡単な問題に適用でき

る。

ソフトウエア工学Ⅱ

オブジェクト指向開発で、分析、設

計、実装で用いるモデルについて理解

し、簡単な問題に適用できる。

到  達

目  標

コンピュータ入門

コンピュータにおける情報表現、計算

の仕組み、ソフトウェアの役割など情

報処理の基本を学ぶ。

C演習Ⅰ

プログラミング言語の基本を理解し、

簡単な問題について設計を行い、プロ

グラムを作成する。

C演習Ⅱ

構造体・ポインタなどプログラミング

言語の高度な概念、文法、利用法を理

解し、それを応用したプログラムを作

成する。

Java演習

異なるプログラミング言語の基本を理

解し、簡単な問題について設計を行

い、プログラムを作成する。

演習１(科目名は学科により異なる)

それぞれの学科固有の専門的・要素的

な技術を学び、演習を通じて設計の基

本を修得する。

演習２(科目名は学科により異なる)

２年後期の演習をベースとして、学科

固有のより高度な技術を学び、演習を

通じて実践的な設計やシステム構築の

手法を修得する。

演習３(科目名は学科により異なる)

３年前期までに学んだことを踏まえ、

学科毎にハードウェア、ソフトウェ

ア、あるいはシステムをチームで開発

することで、実践的技術力を身につけ

ると共に、技術者としての仕事の進め

方を修得する。

UNIX入門(ネットワークデザイン学

科、情報ネットワーク学科のみ)

コンピュータの利用法、プログラミン

グ環境について学習する。

ソフトウエア工学演習

具体的な課題に対して、外部設計・内

部設計・テスト設計を行い、さらに中

規模のプログラムとして、モジュール

化して実現する。

システムプログラム

プログラムからOSが提供する機能を利

用する方法について学び、高度なソフ

トウェアの設計方式を修得する。

到  達

目  標

基礎ゼミナール

ゼミを単位とし、大学生活のさまざま

な場面で、1対1コミュニケーションの

基本を理解

し、実践できる。

テクニカルライティング

技術文書および日本語作成の基礎と技

法を学ぶ。また、地域資源をPRするデ

ザイン課題にグループで取り組み、成

果を報告・発表する。

(プレ情報ゼミナール)

研究室を訪問・調査し、自分が取り組

みたい技術分野の大略の方向を見定め

る。ま た、ICT関連企業を訪問し、業

務内容の実際を理解する。

情報ゼミナール

所属研究室の内容を理解する。また、

学園祭の技術展示に参加し期限のある

計画の遂行に関し経験を積む。

(基礎ゼミナール)

学園祭の研究室展示・発表を見学し、

専門分野の多様性を認識するととも

に、学習への意識付けと進路を考える

契機とする。

情報技術者論

情報技術者の役割と仕事を企業の実務

経験者から

学ぶとともに、事例にもとづいて技術

者倫理について討議、発表する。

業務遂行

能力

初対面の相手との会話ができ、1対1の対話から必要な情報を引き出し、また相

手に適切に説明できる。

団体行動において各自の役割を分担し、その位置づけを理解して責任を確実に

果たすとともに、協調性を発揮し、メンバとの意志疎通を図る。

特定の分野の話題を相手に応じた難易度に調整し、的確に説明できる。また、

チームで活動するアクティビティで、期限を意識した活動計画を立て実行でき

る。

特定の専門分野の知識や経験をプレゼンテーションし、同様な立場の相手と深

く議論できる。また、予測しがたい困難を含む課題について、計画的に完成に

導く作業推進ができる。

対象科目と

概要

卒業研究

自らが専攻する分野で、テーマ選択、問題分析、提案、システム作成、評価の

一連の過程を体験し、計画力、実行力を修得する。また、卒業論文を論理的で

理解し易い文章として完成させるとともに、多様な発表の場でプレゼンテー

ションと討論に関する能力を修得する。

デザイン

能力

コンピュータや通信の技術など、情報システムの構成要素の役割と機能を第三

者に説明できる。

情報の加工や特徴の抽出に必要な要素技術を理解し、教員の指導のもとに簡単

な比較ができる。

多様な選択肢の中から、ニーズに適うパラメータ設計やシステム設計ができ、

他の選択肢との相違点を論理的に説明できる。

専攻分野の技術について、対象の使われ方を意識したシステム提案ができ、そ

の一部または全部のプロトタイプ作成とデモンストレーションができる。

対象科目と

概要

卒業研究

専攻する分野の知識・技術を用いて、対象の使われ方を十分に意識しながら課

題解決のための提案を、プロトタイプの設計をおこなうとともに、作成したプ

ロトタイプの評価を行う。

モデル化

能力

「ＳＥ能力開発のためのスパイラル型情報教育」に関わる科目（抜粋）の対応育成能力と教育目標

本

1年次 2年次 3年次 4年次

自然法則など、法則に基づいてふるまう対象のモデル化ができる。 日常生活や頻繁に接する種類のデータやプロセスのモデル化ができる。 業務システムなど、学生や通常接する機会を持たないデータやプロセスの調査

とモデル化ができる。

専攻する特定分野の技術について深く分析とモデル化ができ、得られる結果の

予想が立てられる。

対象科目と

概要
卒業研究

専攻する分野に対して、問題、対象を記述する適切なモデルを作成することが

できる。
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